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みらい県民の幸せなみらい、県勢発展のために皆様の声をお聞かせください

みらいみらい
No.

秋田県議会 会派会報

２月・６月議会 要旨報告

主な内容
令和４年英名：Morning glory

奈良時代に中国から当時は薬草と
してもたらされたといわれ、花が
美しいことから観賞用にも栽培さ
れるように。実は夜明け前から花
が開きます。生育がよいため「緑
のカーテン」にも適している品種
です。

アサガオ
  （朝顔）

ヒルガオ科 サツマイモ属

■発行・編集責任者／
　　　　　　渡部  英治

健康増進活動にて主催者挨拶する渡部県議

誰もが住みよさを実感できる
　　　　　県政をめざして!   
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秋田県議会  建設委員
会派みらい 代表

　連日厳しい暑さが続いておりますが、皆様におかれ
ましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
　さて、新型コロナウイルスの感染は「第７波」に入り、
県内においても過去最多を更新し、感染警戒レベルも２に引き上げられました。
　現時点では、県の基本姿勢として、これまでの基本的な感染症対策と社会経済対策の両立を
進めることとしております。これから迎えるイベントやお祭りが、主催者はもとより参加者も
感染防止対策の徹底により、実施出来ることを願っています。
　一方、本県の最重要課題である「人口減少・少子高齢化」については依然として歯止めがか
からず、７月１日現在の県人口は９３万３，０５６人と、この１年間で１万４，２９６人が減少していま
す。自然減が１万６，２２２人、社会減が２，３０８人で、出生者の減と転出者の増が人口減少の大き
な要因であります。
　本年度よりスタートした「新秋田元気創造プラン」では、人口減少問題の克服を前面に打ち
出しており、これまでも様々な施策を総合的に展開してきました。しかしながら、「人口減少
対策に特効薬はない」という、どこか諦めムードがあったような気がします。
　今、求められるのは、秋田の良さ・魅力、他県に比べて災害の発生も少ない、
といった「住みよさ」をアピールするとともに、若者や女性が地元に定着でき
る重点的な取組みが不可欠であります。
　誰もが住みよさを実感できる県政を目指して、山積する課題克服へ果敢に
チャレンジしてまいります。
　皆様には、今後ともご指導ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。





　今回は、令和４年６月議会総括審査より「水田
活用の直接支払交付金の見直しについて」の質疑
の概要（抜粋）を報告します。

県民の皆様からのご意見・ご提案など大歓迎です。「わたなべ英治後援会」までお知らせください。 TEL・FAX  018７-６６-１７００
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わたなべ英治県政報告会わたなべ英治県政報告会わたなべ英治県政報告会を開催を開催

　去る５月21日（土）、３年振りとなる県政報告会を
開催しました。神部秀行副知事より「これからの目
指す秋田」のテーマで講演をいただき、渡部県議か
らは県政課題や地域活性化などへの活動報告と来春
に向けての決意表明がありました。
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　唐突とも言える国の方針に戸惑いや不安、不信感を抱いている農家の方も多いと思う。水
稲から転換した大豆やソバなどの作物は助成金で経営が成り立っている現状にあり、農家か
らは「ハシゴをはずされた感じがする」との声も聞かれます。
　佐竹知事も農業現場が混乱しないよう、国に対して申し入れしていますが、この際、水田
機能を維持した圃場は助成対象にすることや、５年間の条件をもっと長くすることなども要
請すべきでは。

　名前が「水田活用交付金」なんです。だから、水田が根っこにあるんです。こ
の問題に相当全国からクレームがついて、全くこのまま強行されることは、私は
ないと思います。
　来年度以降に、自民党の方で相当議論されると思う。土地改良区、土地連、全
農なども共同で、水田活用を原則としながらも、それ以外にカバーするような方
法など、要望活動をしっかりやっていきたい。

●水田活用の直接支払交付金の見直しについて

知事

　農業県の知事方で連携して、今やっています。自民党の農林部会でも、畑作物
の生産が定着した水田においては、営農が継続できるような十分な支援措置を行
う検討をしています。
　これが、別の支援制度があり得るということで、自民党農林部会と農業団体、
知事会も一緒になって、農家が困らないような希望を持てるような活動をしっか
りやっていきたいと思います。

知事

　知事に重ねてお伺いします。市町村や農業団体はもとより、全国知事会とタックを組んで、
新たな制度の創出についても、国に要望する必要があると思いますが。

渡部

渡部

令和４年６月議会 総括審査にて

神部副知事の特別講演


